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橋杭岩（串本町）

平成最後の表紙を飾る写真は、南紀熊野ジオパークフォトコンテスト入選作品「夢を託す」です。
橋杭岩のある串本町では、３月に日本初の民間小型ロケット射場の建設が決定し、７月には南紀熊

野ジオパークセンターがオープンします。
どちらも新しい時代を生きていく子供達にふるさとの将来を、夢を託すものとするため、県民の皆さん

と共に大切に育てていきたいと思います。
（写真：南紀熊野ジオパーク推進協議会提供）
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禍 福
か ふ く

は 糾
あざな

え る 縄 の ご と し  
 
 昔 、 漢文 で 習 った 言葉 で す。 災 い も幸 せも 一 方が も う 一方 の原 因 とな る こ と

も多 く 、縄 が 撚
よ

り 合わ さる よ うに 入 れ 替わ りな が ら変 転 す ると いう よ うな 意 味

であ り ます 。  
 和 歌 山県 は 紀 伊半 島の 先 から 西 半 分、 特に 南 部は 太 平 洋に 突き 出 てい て 本 州

最南 端 の潮 岬 も あり ます 。 また 、 最 近に 至る ま で道 路 の 整備 も今 ひ とつ で あ り

まし た ので 、 不 便で 色々 な 意味 で ハ ンデ ィキ ャ ップ を 負 いな がら 暮 らし て き ま

した 。 しか も そ の紀 伊半 島 のす ぐ 先 に南 海ト ラ フが あ り ます ので 、 地震 発 生 後

すぐ に 津波 が 押 し寄 せて く るの で 避 難し よう に も間 に 合 わな い避 難 困難 地 域 を

抱え て いる と い うな かな か 苦し い 所 なの であ り ます 。  
 し か し、 我 々 は生 き延 び なけ れ ば なら ない し 、し っ か りと 栄え て いか な け れ

ばな り ませ ん 。 政府 が発 表 した よ う に大 地震 で 何万 人 も 死ぬ と言 わ れ、 あ あ そ

うで す かと 言 っ てい るわ け には い き ませ ん。 避 難困 難 地 域を 無く し 、全 員 が 助

かる よ うに 岸 壁 を強 化し 、内 陸 対 策で 補 う対 策 が今 着 々 と進 んで い ます 。また 、

あら ん 限り の 工 夫を して 、 全国 で も ここ しか な い津 波 防 災対 策の ツ ール も 充 実

しつ つ あ り ま す。高 速道 路 もよ う や く紀 伊半 島 一周 の 完 成を 窺
うかが

える よ うに も な

って き まし た 。  
 さ ら に、「 禍福 は 糾え る 縄の ご と し」です 。紀 伊半 島 南部 は 、世 界 的に 価 値の

ある 地 質の 地 、 すな わち 南 紀熊 野 ジ オパ ーク の 地と し て 多く の観 光 客に 来 て い

ただ く 可能 性 の ある 地な の です 。今 年 の 7 月、潮岬 の 望楼 の 芝の 地 にそ の 中 心

のジ オ パー ク セ ンタ ーが 完 成し ま す 。  
 そ し て、 南 に 突き 出て い る地 形 こ そ、 これ か ら世 界 的 に脚 光を 浴 びる は ず の

小型 人 工衛 星 を 打ち 上げ る ロケ ッ ト 発射 場の 最 適の 地 な ので あり ま す。 神 様 は

禍
わざわい

の 陰 に は 福 の 種 も 用 意 し て く れ て い ま す 。 ３ 月 ２ ６ 日 こ の 小 型 ロ ケ ッ ト 打

ち上 げ 射場 を 串 本町 荒船 海 岸近 く に する とい う 発表 が あ りま した 。 しか し 、 県

民が 皆 で協 力 し てこ の福 の 種を 大 事 に盛 り立 て てい か な いと 本当 の 幸せ に は な

りま せ ん。 皆 で 大事 に盛 り 立て て い きま しょ う 。  
 

 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 
3 / 1 9  記 者 会 見 室 に て  
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●和歌山から宇宙へ！～串本町が小型ロケット射場建設予定地に選定されました～                        

 
３月２６日、スペースワン株式会社の太田代表

取締役から、同社が計画する民間初の小型ロケッ

ト打ち上げ射場の建設予定地として、本県串本町

田原地区を選定したことが発表されました。 

県では、かねてから小型ロケット射場の誘致に

取り組んできたところであり、和歌山が宇宙への

ゲートウエイになるという、とても夢のあるプロジェクトが本格的に動き出す第一歩を踏

み出したことを大変嬉しく思っています。これまで、小型ロケット射場の誘致に協力して

くださった県議会、串本町や那智勝浦町等の地元関係者をはじめとした関係者の皆さんに

心から感謝申し上げます。 

スペースワン株式会社は、今後の小型衛星打上げ市場の成長を見据え、衛星の「商業宇

宙輸送サービス」の事業化を目指して立ち上げられた会社です。 

同社では、国内外で射場候補地の調査を進める中、射場の適地の条件である、射点から

半径１キロ圏内が無人で、南方に陸地や島がなく、本州の工場から低コストでの物資輸送

が可能で、周辺住民から歓迎されていることなどについて、本県串本町が最も立地場所と

してふさわしいと評価され、今般の発表に至りました。 

最先端の技術の粋を集めたロケットが、和歌山から宇宙に飛び立つということ自体が大

変誇らしいことだと思いますが、県では、小型ロケット射場によりもたらされる経済効果

など地域の活性化に与える好影響にも大いに期待しています。ロケットの打上げを見学す

るために新たに多くの観光客が訪れることが期待できますし、高度な技術を持った人材が

串本町に集まることも地域の将来にとって大きな意味を持ちます。さらには、紀南への宇

宙関連産業の集積といった未来も描けるかもしれません。 

スペースワン株式会社の太田信一郎代表取締役は、記者会見で「地球観測や情報通信を

目的に、小型ロケットの需要は間違いなく増えていく。世界と肩を並べるつもりで事業を

進めていきたい。」と述べ、２０２１年度に初号機、２０２０年代半ばには年間２０機の

打ち上げを目指すと発表されました。 

この事業を成功させるというスペースワン

株式会社の目標、そして、この事業をきっか

けとして和歌山を活性化するという地域の目

標を同時に実現していけるよう、同社と強固

な協力関係を築きながら、このすばらしいプ

ロジェクトを世界に届けたいと思います。 

 

 

スペースワン社との共同記者会見の様子（正庁にて） 
（左から堀那智勝浦町長、知事、太田代表取締役、田嶋串本町長） 

小型ロケットのイメージ図（スペースワン株式会社提供） 
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●国立大学法人東京大学先端科学技術研究センターと包括連携協定を締結しました                    

 

３月１５日、県では、国立大学法人東京大学先端科

学技術研究センターと、学術の振興、人材の育成等に

関する包括連携協定を締結しました。 

協定締結式には、高野口町（現：橋本市）出身の神

崎良平（かんざき りょうへい）同センター所長が出

席され、知事と協定書を交わしました。 

同センターは、科学と技術の発展に貢献することを

目的に設立され、文系と理系の垣根を越えた領域横断の活動を行っています。その最大の

特色は、研究者や研究分野の多様性にあります。４０にのぼる専門分野・部門名を冠した

研究室が、理工系の先端研究から社会科学やバリアフリーという未来の社会システムに関

わる研究まで、基礎から応用に至る多様な研究を積極的に推進しています。 

この度の包括連携協定締結により、和歌山をフィールドとした研究開発プロジェクトや

次世代太陽電池の共同研究などによる産業イノベーションの創出支援をはじめ、風力発電

関連産業の集積などの地域特性を生かしたまちづくりや地域づくりに専門的な見地からご

協力をいただけることになりました。また、きのくにＩＣＴ教育の更なる充実や次世代を

担う突出した才能の発掘など、教育開発や人材育成にもご協力いただき、本誌７ページに

ありますように、フォーラムにおいてご講演をいただいているところです。 

今後もお互いの関係が深まることで、和歌山県をフィールドとした研究や人材育成がよ

り活性化し、新たな技術や知見が見出され、東京大学先端科学技術研究センター、和歌山

県双方の発展につながることを強く期待しています。 

 

●和歌山南スマートインターチェンジが開通しました                        

 
県と西日本高速道路株式会社が和歌山市森

もり

小手
お て

穂
ぼ

に建設を進めてきた県内初となるＥＴ

Ｃ（自動料金収受システム）搭載車専用の阪和自動車道「和歌山南スマートインターチェ

ンジ」が３月１０日に開通しました。また、同日、県が整備を進めてきたアクセス道路、

主要地方道和歌山橋本線（和田～吉
き

礼
れ

）と一般

県道三田
さ ん た

海南線（和田～冬野）も開通し、これ

らの開通に先立ち開通式典を開催しました。 

この開通により、和歌山市南部地域の高速道

路へのアクセスが向上するとともに、高速道路

利用者が分散し、既存インターチェンジ周辺道

路の混雑が緩和され、高速道路利用者と周辺道

路利用者の利便性が向上します。 

協定締結式の様子 

和歌山南スマートインターチェンジ全景 
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また、産業振興の面では、和歌の浦などの観光拠点や工業団地が立地する臨海部とのア

クセスが向上することで、観光振興や企業誘致の促進などの企業振興に寄与することが見

込まれます。さらに、新たなルートができることで、津波浸水時の迅速な救助・救急活動

の実施が可能となる他、県立医科大学付属病院へのアクセス時間が短縮され、広域的な救

急医療体制の充実に貢献するものと期待しています。 

県、西日本高速道路株式会社、和歌山

市が共催した開通式典に先立ち、記念の

ウォーキングや地元こども園、中学校の

生徒の皆さんによる楽曲の演奏などのオ

ープニングイベントが行われました。 

式典では、二階自由民主党幹事長、石

田総務大臣、世耕経済産業大臣をはじめ、

鶴保参議院議員、浮島文部科学副大臣、

岸本衆議院議員、門衆議院議員の県選出の国会議員の皆さんや藤山県議会議長から来賓祝

辞をいただきました。その後、尾花和歌山市長による万歳三唱のあと、来賓の方々と共に、

テープカットとくす玉開披が行われました。 

和歌山市民の宿願ともいえるインターチェンジの開通により、和歌山の活性化がさらに

加速することを期待しています。 

 

●果樹試験場でカンキツ新品種「はるき」を開発！                        

 
この度、県果樹試験場において、平成２８年

度から進めてきた農林水産業競争力アップ技

術開発事業「カンキツ新品種の育成」により、

３月に出荷できる柑橘類の新品種「はるき」を

開発しました。 

「春
はる

の紀
き

州を感じる果実として流通して欲し

い」との願いを込めて命名した新品種は、良食

味なうえに、今までにない「さくさくとした食

感」が特徴です。 

この新品種の誕生により、現在、３月頃にな

ると出荷される柑橘類の種類が減る本県にと

って、農作業の平準化や、春以降の収益確保と

いう課題の解消につながり、農家の皆さんの経

営安定に大きく寄与するものと考えます。 

今後は、育苗組合に母樹を配布し、平成３３年から苗木が流通することで、平成３８年 

来賓の皆さんと主催者によるテープカットの様子 

新品種「はるき」 

はるき       清見   中野 3号ポンカン 

新品種「はるき」 



 - 5 - 

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

頃からの果実出荷・販売が開始される見込です。 

研究員のみんなが一生懸命作った新品種を是非、皆さんにも味わっていただきたいと思

います。 

 

●下請取引適正化・事業承継推進会議を開催しました                        

 

日本経済は、安倍内閣の経済政策（「アベノミクス」）の効果により、大企業では収益

が大きく改善されてきていますが、その大企業を支える地方の下請中小企業までその効果

が及んでいないのが現状であります。長年の不況期を乗り越えてきた大企業は、できるだ

けコストを切り詰め、自社の利益が出るよう、下請中小企業に値下げをするよう要請して

きました。しかし、自社の利益が出た際、社員の賃金を上げたり、内部留保を行うだけで、

下請中小企業に利益還元を行わないことがあり、このようなことが続くと、下請中小企業

は立ちゆかなくなります。 

実際、本県では、あまりにもひどい取引慣行により、状況が改善できずに廃業に追い込

まれた事例が発生しました。このことを受け、県が取引慣行の改善について指導等の権限

を持つ国に要望した結果、昨年７月、経済産業省と県の間で全国初の取組として、「下請

等中小企業者の取引条件改善に関する連携協定」を締結することとなりました。 

協定締結後、県内約１８０社の企業を訪問し、下

請取引の実態についてヒアリング等を行ったとこ

ろ、支払いの現金化など取引の改善が進んでいると

の声をいただいた一方、一律の原価低減要請、長期

の金型保管（無償）の押しつけ、長期の手形払いな

ど、改善が必要な取引が見受けられ、下請代金支払

遅延等防止法や独占禁止法に抵触する恐れのある

事例が存在しているように思われます。 

今年度も引き続き、不適切な取引が行われていないか県内企業（２００社）へのヒアリ

ングの実施など、中小企業の取引条件改善に向け精力的に取り組んでいきます。 

また、連携協定の取組の一環として、３月１７日「下請取引適正化・事業承継推進会議」

を経済産業省と県の共催で和歌山市において開催しました。ご臨席いただいた世耕大臣は、

開会挨拶で「下請中小企業の取引条件改善について

は、最も心血を注いで取り組んでいる政策の一つ。」

と話されました。 

会議では、事業承継についても取り上げました。   

日本経済を支える中小企業・小規模事業者におい

て、経営者の高齢化が進行する中で、その多くは、

後継者の確保が困難という課題に直面しており、こ 

世耕経済産業大臣の開会挨拶 

パネルディスカッションの様子 
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の現状を放置すると、廃業の増加により、多くの雇用が失われるなど、地域経済に大きな

影響を与えます。そのような状況の中、法人向けの事業承継税制が昨年から１０年間限定

で、非上場株式に関する承継時の贈与税・相続税の負担をゼロにする大幅な改正が実施さ

れました。   

さらに、今年からは、事業承継税制が個人事業主にも拡大し、今後の円滑な事業承継を

大きく後押しすることが期待されています。 

県においては、県内企業の９９．９％を占める中小企業の経営の安定のため、下請取引

の適正化や事業承継に果敢に取り組むことにより、県経済、ひいては、日本経済の活性化

につながるものと確信しております。 

 

●西日本初 スピノサウルス類の化石を発見！                        

 
昨年１０月、化石採集家の宇都宮聡（うつのみや さ

とし）氏によって、本県湯浅町内の地層からスピノサ

ウルス類の歯の化石が発見されました。 

この度、宇都宮氏のご厚意により、この化石を県立

自然博物館に寄贈いただきました。 

スピノサウルス類は、恐竜では珍しく水中で泳ぐこ

とが得意で、主に魚を補食していたと考えられていま

す。背中に帆があるなどユニークな特徴を持つことか

ら、恐竜ファンの中でも人気が高く、映画「ジュラシックパーク」シリーズにも登場して

います。 

今回の化石の発見は、国内では３例目で、西日本では初、

さらに、アジア最古級のスピノサウルス類ともいえる大変貴

重なものとなっています。 

なお、この化石は、和歌山県では、平成１９年に発見され

た肉食恐竜の歯に次いで、２例目の恐竜化石となります。 

今後、化石の修復後、今年の６月～９月頃には県立自然博

物館での展示を予定しています。 

 

●きのくにプログラミング教育 スタートアップ！フォーラムを開催しました                       

 
ＡＩ等の情報化が進む社会において、ＩＣＴを扱う能力の重みはさらに増します。ＡＩ

を創り出す人間になるのか、あるいはＡＩによって置き換えられる人間になるのか、これ

から生きていく子供たちがどのようにリードするかは教育にかかっています。 

こういった中、和歌山県では、コンピュータやネットワーク技術等を活用し進展してい 

発見されたスピノサウルス類の歯化石 

スピノサウルス類のイメージ 
（古生物イラストレーター 川崎悟司氏提供） 

１４mm 
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る社会の動きについて、子供たちに知識を身に付けさせるとともに、これらに親しんで、

使いこなすことができる力を育むことができるよう、今年度から県内全ての小・中・高等

学校において、体系的なＩＣＴ教育を実施します。 

具体的には、国に先んじてプログラミング教育を実施し、生活や社会の中からプログラ

ムに関わる問題を見いだして課題を設定する力、プログラミング的思考力等を発揮して解

決策を構想する力、処理の流れを図等に表し、試行を通じて解決策を具体化する力等の育

成を図ります。 

まず、小学校では体験期とし、「プログラミング

を学ぶ」のではなく、各教科のねらいを達成するた

めに「プログラミングを体験する」、「プログラミ

ングで学ぶ」ことを中心とします。つまり、プログ

ラミングの考え方を教科学習に取り入れ、筋道立て

て考える体験を重ねることで、論理的思考力を養い

ます。 

また、子供たちには体験を通して、自分もコンピュータを使って「何かを作ることがで

きる」「“作り手”になれる」という自信を与えます。 

次に、中学校は基礎期とし、小学校で育んだ論理的思考力を技術・家庭科（技術分野）

で生かし発展させ、より深くプログラミングについて学びます。 

生活や社会における技術に関わる問題を解決することで、理解の深化や技能の習熟を図

るとともに、技術によって課題を解決する力や自分なりの新しい考え方や捉え方によって

解決策を構想しようとする態度を育みます。 

高等学校は応用期として、普通教科情報科の授業において中学校までにビジュアル言語

等を通して学んだことを発展・活用させ、テキスト言語等を用いたプログラミングについ

て、アプリ制作を通して学習します。そして、様々な事象をプログラミング的思考を用い

てモデル化し、評価・改善することで、生活や社会の中にある問題の発見と解決に取り組

む姿勢や論理的な思考力を身に付けます。 

こうした取組を今年度から始めるにあたり、平成３１年３月２４日に児童生徒、保護者、

教職員、企業関係者等の約３４０名が参加のもと、和歌山市立伏虎義務教育学校において、

プログラミング教育の在り方について意見交換を行うとともに、新たに開発した指導内容

を、体験教室を通じて紹介する本フォーラムを開催しました。 

フォーラムでは、東京大学先端科学技術センターの稲見昌彦（いなみ まさひこ）教授に

プログラミング教育について講演をいただいたり、実際の授業を子供たちが体験したりし

ました。 

県では、子供たちが将来情報化社会に対応できる人材となるため、今後も、きのくにＩ

ＣＴ教育を強力に進めます。 

 

プログラミング体験教室の様子 
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●第６回南紀熊野ジオパークフェスタを開催しました                        

 
第６回南紀熊野ジオパークフェスタを３月

１６日に白浜町で開催しました。 

このフェスタは、ジオパークへの理解と協

力、参加の進を目的として開催しています。 

また、このような取組により、認知度や理

解度の向上を図ることで、ジオパーク活動を

推進し、持続可能な地域づくりを目指してい

ます。 

当日、シンポジウムでは、知事の挨拶の後、

南紀熊野ジオパークフォトコンストの表彰式

を行いました。 

続いて基調講演では、串本町出身の小野直

路（おの なおじ）衛星放送協会会長から『「大

地の時間・人の時間」～紀伊半島・太古の歴

史を映像化する～』と題した講演をいただき

ました。 

別会場では、ジオパーク活動の展示や発表、

物産展等を行い、地元の４４団体の他、青森県

や鹿児島県など、全国のジオパークから参加い

ただきました。 

また、フォトコンテスト入賞作品（最優秀賞

１点、優秀賞５点、入選１８点）のパネル展示

なども行い、多くの来場者で賑わいました。 

いよいよ７月には、待望の南紀熊野ジオパー

クセンターが串本町にオープンします。 

このセンターは、南紀熊野の大地や自然の魅力、人々の暮らしとの関係を楽しみながら

理解することができる施設で、ジオサイトの魅力を伝えるジオパークガイドが常駐します。 

専門的な知識の有無を問わず、多くの方々が交流を図ることのできるジオパーク活動の

拠点施設となりますので、是非皆さんにお越しいただきたいと思います。 

今後は、センターを拠点とした串本町内周辺バスなど、周辺ジオサイトへの誘客を促進

するためのネットワークを構築するとともに、ユネスコ世界ジオパーク認定に向けた研

究・教育活動にも取り組んでまいります。 

※写真は全て南紀熊野ジオパーク推進協議会の提供です。 

 

最優秀賞【清流クリーンアップ（古座川町 一枚岩）】 

優秀賞【早朝の散歩（串本町 橋杭岩）】 

優秀賞【波穂（すさみ町 黒島）】 
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●わかやまサイクリングフェスタ２０１９を開催しました                       

 
県では、地域の魅力を満喫でき

る周遊ルートのサイクリング環

境を充実させ、「サイクリング王

国わかやま」として全国からの誘

客を図るための取組を進めてい

ます。 

サイクリストに分かりやすい

道路標識や、ルート周辺のエアポ

ンプの貸し出しなどを行うサイ

クルステーションの設置、マップ

の作成などを進めることで、安心

してサイクリングを楽しんでもらえるようにしています。 

そして、平成２９年から大規模サイクリングイベントとして、「わかやまサイクリング

フェスタ」を開催しており、３月２４日に３回目となる「わかやまサイクリングフェスタ

２０１９」を開催しました。 

今年は、「世界遺産高野山センチ

ュリーライド」、「ロングライドと

グルメのよくばりライド」、「うま

いもん満喫グルメライド」、「紀の

川サイクリングロードとサイクル

トレイン」の４コースを用意した当

フェスタに、県内外から約１，００

０名の方々にご参加いただきました。 

今回、昨年１１月に設立された「自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村

長会」の方々、さらには、世界最大の自転車メーカーのジャイアントグローバルの最高顧

問であり、一般財団法人自転車新文化基金會 羅祥安（トニー・ロー）会長にコースを走行

していただきました。 

また、前日には、和歌山マリーナシティでイベントと開会セレモニーを行い、加太獅子

舞や屋台村の出店、自転車メーカーの展示試乗会の他にマグロ解体ショーも催され、多く

の方々で賑わいました。 

本県では、このようなイベントの開催をはじめ、サイクリングマップ等の充実や関連施

設の整備を図るとともに、今後も機会を捉えて国内外に「サイクリング王国わかやま」「Ｗ

ＡＫＡＹＡＭＡ８００」を発信してまいります。 

 

マリーナシティから知事の合図によりスタート 

世界遺産高野山センチュリーライドコース 
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●世界遺産参詣道環境保全活動「道普請（みちぶしん）」の実績                       

 
県では、平成２１年度から１０万人の参加を

目標に、企業、団体、来訪者等による「世界遺

産参詣道環境保全活動」を実施しています。 

通常の建物や仏像などの文化財の修復は、専

門家でないと行えませんが、本県の世界遺産は

「道」であることから、誰でも気軽に修復活動

に参加することができます。 

このことが和歌山ならではのユニークな取組として、多くの企業等の皆さんからご好評

をいただき、これまで、累計１３５団体、３万人を超える方々にご参加いただきました。 

なお、「１０万人の参詣道環境保全活動」は、世界遺産の道を良好なまま後世に伝える

ことができ、参加者の皆さんは達成感が得られ、さらに世界遺産ファンが増え、企業等の

広報により国内外に世界遺産の魅力が発信されるという相乗効果があります。 

今後もＣＳＲ活動やワーケーションなど企業のニーズに合わせた誘致活動を進め、世界

遺産を大切に守りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「タコ」と呼ばれる道具で土を固める様子 
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●「穴場和歌山」サイトをリニューアルしました                       

 
平成２６年から公開している「穴場和

歌山」サイトを、この度リニューアルし

ました。 

和歌山県内にある「あまり知られてい

ないが人にお勧めしたい」、「面白いか

ら知って欲しい」、「誰かに言いたくな

る」ような魅力的なスポットを投稿して

もらい、和歌山県の魅力を情報発信す

るサイトです。 

新しくキーワード検索機能を追加し、

スマホからの投稿や、ＳＮＳとのリン

クもより簡単にできるようになりまし

た。是非皆さんの投稿をお待ちしてお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ホームページアドレス  https://anaba-wakayama.jp   

穴場和歌山  スマホのイメージ 
和歌山ゆかりのモデルさんやお笑い芸人

のおすすめスポットも紹介 

「穴場和歌山」サイトのトップページ 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊

野牛をお選びいただけますので、和歌山県

が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非

御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和

歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いた

だくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みは

ふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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イベント情報(４月中旬～５月上旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

4 月中旬 

～ 
みやまの里ふじまつり 日高川町・みやまの里 

ふじまつり実行委員会 

0738-57-0180 

4 月中旬 

～ 
La Festa Primavera2019 和歌山市 

・島精機製作所 他 
和歌山市観光課 

073-435-1234 

4 月下旬 高山寺春まつり 田辺市・高山寺 
高山寺 

0739-22-0274 

4 月下旬 奥之院萬燈会 高野町・奥之院 
金剛峯寺 

0736-56-2011 

4 月下旬 御影供 
那智勝浦町 

・妙法山阿弥陀寺 

妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

4 月下旬 
道成寺会式 

「ジャンジャカ踊り」 
日高川町・道成寺 

道成寺 

0738-22-0543 

4 月下旬 ゆあさ行灯アート展 
湯浅町・湯浅重要伝統的 

建造物群保存地区 

湯浅まちなみの会 

0737-62-4865 

4 月下旬 上阿
か み あ

田木
た ぎ

神社例大祭 日高川町・上阿田木神社 
上阿田木神社 

0738-56-0207 

4 月下旬 里山まつり 岩出市・県立森林公園 
根来山げんきの森 

0736-61-7233 

4 月下旬 奉納相撲 橋本市・隅田八幡神社 
隅田八幡神社 

0736-32-0188 

4 月下旬 生
お

石
いし

高原山開き 
紀美野町、有田川町 

・生石高原 

紀美野町産業課 

073-489-5901 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

4 月下旬 七越祭り 田辺市・七越神社 
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

5 月上旬 立神社春祭り 海南市・立神社 
立神社 

073-494-0045 

5 月上旬 北山川観光筏下り開航式 北山村 
北山村観光センター 

0735-49-2324 

5 月上旬 紀州九度山 真田まつり 九度山町・入郷 
真田祭実行委員会 

0736-54-2019 

5 月上旬 鹿島神社明神祭 みなべ町・鹿島神社 
鹿島神社 

0739-72-4573 

5 月上旬 船玉神社祭 田辺市・船玉神社 
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

5 月上旬 興国寺花祭り 由良町・興国寺 
興国寺 

0738-65-0154 

5 月上旬 イノブタダービー すさみ町・すさみ海水浴場 
ｲﾉﾌﾞﾀﾀﾞｰﾋﾞｰ実行委員会 

0739-55-2293 
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自然・風物情報(４月中旬～５月中旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

4 月中旬 水芭蕉 見頃 田辺市・中辺路町近露 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

4 月中旬 シャガの群生 見頃 本宮町・熊野川 
「備崎橋」付近 

熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

4 月中旬 牡丹の開花 九度山町・真田庵周辺 真田庵 

0736-54-2218 

4 月中旬 たけのこ収穫最盛期 和歌山市・山東地区 ＪＡわかやま 

073-471-3731 

4 月中旬 和歌山城にこいのぼり 和歌山市・和歌山城天守閣 和歌山城整備企画課  

073-435-1044 

4 月下旬 藤の花 見頃 
橋本市・子安地蔵寺 子安地蔵寺 

0736-32-1774 

日高川町・美山藤棚ロード 美山温泉愛徳荘 

0738-57-0241 

4 月下旬 ツツジ満開 和歌山市 
・和歌山城、四季の郷 他 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

四季の郷公園 

073-478-0070 

4 月下旬 ハマヒルガオ 見頃 白浜町・志原海岸 白浜町商工観光課 

0739-43-5555 

4 月下旬 「川添茶」茶摘み始まる 白浜町・市鹿野 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

4 月下旬 シャクナゲ 見頃 
印南町・川又観音 印南町観光協会 

0738-42-1737 

高野山・金剛三昧院 高野山宿坊協会 

0736-56-2616 

5 月上旬 アユ釣り 解禁始まる 県内各河川 
和歌山県内水面漁業協同

組合連合会 

0736-66-0477 

5 月上旬 カキツバタ 見頃 和歌山市・養翠園 養翠園 

073-444-1430 

5 月上旬 あやめ満開 日高川町・あやめ公園 日高川町企画政策課 

0738-22-2041 

5 月上旬 「小梅」の収穫始まる 田辺市 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

5 月中旬 ぶどう山椒出荷最盛期 紀美野町・立内 海草振興局農業水産振興

課 073-441-3380 

5 月中旬 シラス漁最盛期 湯浅町 他 湯浅湾漁業協同組合 

0737-62-4581 
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～編集後記～ 
 
 

今年の 4 月 1 日は、皆様にとっても私たちにとっても、例年以上にワクワク、ドキド

キな一日になったのではないでしょうか。新たな元号が発表される予定時刻には、テレ

ビの前で、あるいはスマホの画面で確認すべく“その瞬間”を待ち望んでいた方も多か

ったと思います。 
 「令和（れいわ）」 

きれいな響き、しかも和歌山の「和」が入っています。出典が万葉集の梅の花の歌と

いうことで、万葉集ゆかりの景勝地 和歌の浦（平成 29 年 4 月日本遺産認定）があり、

梅の生産量日本一を誇る本県にとって、とても親しみのある、それでいて文化の香りが

感じられる素晴らしい元号だと思います。 
まもなく始まる新しい時代、元号、5 年後には紙幣も一新されるとのことです。明る

い未来を予感するような特別な 4 月を迎えたような気がしています。 
 
そんな中、ここ和歌山には明るい未来の話題が届きました。トピックスでもご紹介し

た「日本初の民間ロケット発射場建設決定」です。新しい時代の幕開けにふさわしい、

そして夢のある事業が和歌山を舞台に展開されます。数年後には、「和歌山でロケットの

打ち上げを観る」ことができ、それを目的に和歌山に来てくださる方もいらっしゃるで

しょう。そんな日が来るのが今からとても楽しみです。 
 
最後になりましたが、4 月 1 日付の人事異動により秘書課長を拝命いたしました。こ

の「和歌山だより」が、皆様と和歌山をつなぐ“かけはし”となりますよう、和歌山の

情報発信に努めてまいりますので、ご愛読くださいますようよろしくお願いいたします。 
 
                       知事室 秘書課長 塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（平成 31 年）４月 Nｏ.１３２ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


